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東
陽
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

地
元
へ
の
愛
着
を
育
む
た
め
に
、
地
域

と
連
携
し
て
「
縦
割
り
班
校
外
学
習
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

児
童
が
縦
割
り
班
で
旧
３
小
学
校
区
の

史
跡
や
名
所
を
見
学
し
た
り
、
地
元
の

方
と
触
れ
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
の
方
に
感
謝

し
、
地
域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と

思
う
気
持
ち
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
専
称
寺
、
伊
王
野
城
跡
、

三
森
家
住
宅
な
ど
、
伊
王
野
小
学
校
区

を
見
学
し
ま
し
た
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
か
ら
史
跡
の
説
明
を
聞
い
た
り
、

班
ご
と
に
散
策
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

学
区
内
に
は
誇
れ
る
史
跡
が
あ
る
こ
と
、

そ
こ
で
暮
ら
す
温
か
い
地
域
の
方
が
い

る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
陽
小
学
校
は
統
合
を
経
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

東
陽
小
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会
に

は
５
つ
の
応
援
隊
が
組
織
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
支
え
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
読
書
応
援
隊
ビ

ブ
ロ
ス
は
、
校
内
の
読
書
環
境
を
整
え

縦
割
り
班
校
外
学
習
で

旧
３
小
学
校
区
の
地
域
再
発
見
‼

子
ど
も
の
読
書
環
境
を
整
え
る

読
書
応
援
隊「
ビ
ブ
ロ
ス
」の
活
動

伊王野、芦野、美野沢小学校の統合により開校した東陽小学校。縦
割り班校外学習では、旧３小学校区の史跡や名所を見学して地域の魅
力を再発見するとともに、地元を誇りに思う子どもの育成を目指して
います。地域の方も新しい学校に期待し、環境、運動、読書、学習、
行事、それぞれの応援隊が子どもたちの活動に携わり、学校を応援し
ています。
学校と地域、お互いがお互いを思い合いながら、地域を愛する子ど
もたちを育てています。

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、

季
節
ご
と
に
図
書
室
の
装
飾
を
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
み
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
県
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ブ
ロ
ス
を
含
む
５
つ
の
応
援
隊
が
、

東
陽
小
学
校
で
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
し
続
け
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
活
動

・
学
校
評
価
に
つ
い
て
の
考
察

・
児
童
代
表
が
参
加
し
た
学
校
運
営
協

議
会
開
催　

等

▼
問
合
せ

那
須
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
）
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東
陽
小
学
校

学
校
運
営
協
議
会
の
活
動

東陽小学校
運営協議会会長
丸田省二さん

コミュニティ・スクール

那須町

東陽小

コミスク

密を避けての読み聞かせ

縦割り班校外学習での見学の様子


